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第
七
十
七
条
第
一
項
中
「
施
行
地
区
内
に
」
を
「
施
行
地
区
内
の
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
つ
い
て
」
に
改

め
、「
土
地
」
の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
宅
地
」の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
土
地
」
の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
さ
ら
に
」
を
「
更
に
」
に
改
め
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
等
）

第
七
十
七
条
の
二

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
は
、
指
定
宅
地
の
所
有
者
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
を
有
す
る
者
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

個
別
利
用
区
内
の
各
宅
地
の
地
積
は
、
第
七
十
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
面
積
以
上
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

指
定
宅
地
の
所
有
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
は
、
そ
れ
ら
の
者
が
所
有
す
る
指
定
宅
地

の
相
互
の
位
置
関
係
、
地
積
、
環
境
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
事
情
と
当
該
指
定
宅
地
に
対
応
し
て
与
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
相
互
の
位
置
関
係
、
地
積
、
環
境
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
事
情
が
で
き
る
限

り
照
応
し
、
か
つ
、
そ
の
価
額
と
従
前
の
価
額
と
の
間
に
著
し
い
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４

権
利
変
換
計
画
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
る
宅
地
以
外
の
個
別
利

用
区
内
の
宅
地
は
、
施
行
者
に
帰
属
す
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

指
定
宅
地
の
使
用
収
益
権
を
有
す
る
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
使
用
収
益
権
は
、
従

前
の
使
用
収
益
権
の
目
的
で
あ
る
指
定
宅
地
の
所
有
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
個
別
利
用
区
内
の
宅

地
の
上
に
存
す
る
も
の
と
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
八
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
そ
の
宅
地
に
存
す
る
」
を「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）若
し
く
は
そ
の
」に
改
め
、

「
土
地
」
の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
に
つ
い
て
担
保
権
等
の
登
記
に
係
る
権
利
が
存
す
る
と
き
は
、
権
利
変
換
計

画
に
お
い
て
は
、
当
該
担
保
権
等
の
登
記
に
係
る
権
利
は
、
そ
の
権
利
の
目
的
た
る
指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収

益
権
に
対
応
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
の
上
に

存
す
る
も
の
と
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
九
条
第
三
項
中
「
前
二
条
」
を
「
第
七
十
七
条
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第
一
項
中
「
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
を
「
第
八
号
、
第
十
六
号
又
は
第
十
七
号
」に
、「
第
五
項（
同

条
第
六
項
」
を
「
第
四
項
（
同
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
の
見
出
し
中
「
施
設
建
築
敷
地
」
の
下
に
「
及
び
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
等
」
を
加
え
、同
条
中「
又

は
第
十
号
」
を
「
、
第
十
四
号
又
は
第
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
を
「
第
八
号
、
第
十
六
号
又
は
第
十
七
号
」
に
改
め
、
同

条
第
四
項
中
「
又
は
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」
を
「
、
施
設
建
築
物
の
一
部
等
又
は
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
若
し
く

は
そ
の
使
用
収
益
権
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
第
二
項
中
「
土
地
」
の
下
に「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
他
に
」を「
施

行
地
区
外
に
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
百
条
の
」
を
「
第
百
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
施
行
地
区
内
の
」
の
下
に

「
土
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
存
す
る
」
を
加
え
、「
さ
ら
に
」
を
「
更
に
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

第
八
十
八
条
の
二

指
定
宅
地
の
使
用
収
益
権
は
、
権
利
変
換
期
日
以
後
は
、
権
利
変
換
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

従
い
、
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
上
に
存
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
九
条
中
「
、
借
地
権
又
は
」
を「（
指
定
宅
地
を
除
く
。）若
し
く
は
そ
の
借
地
権
又
は
施
行
地
区
内
の
土
地

（
指
定
宅
地
を
除
く
。）に
権
原
に
基
づ
き
所
有
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

指
定
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
に
つ
い
て
存
す
る
担
保
権
等
の
登
記
に
係
る
権
利
は
、
権
利
変
換
期
日
以
後

は
、
権
利
変
換
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
の
上
に
存
す
る

も
の
と
す
る
。

第
九
十
一
条
第
一
項
中
「
宅
地
若
し
く
は
」
を
「
宅
地
（
指
定
宅
地
を
除
く
。）若
し
く
は
こ
れ
に
存
す
る
」
に
改

め
る
。

第
九
十
五
条
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
使
用
収
益
の
停
止
）

第
九
十
五
条
の
二

権
利
変
換
期
日
以
後
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
を
取
得
し
た
者
は
、
第
百

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
る
ま
で
は
、
当
該
宅
地
に
つ
い
て
使
用
し
、
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
宅
地
の
占
有
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
十
六
条
第
一
項
中
「
に
あ
る
」
を
「
に
存
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
従
前
指
定
宅
地
で
あ
つ
た
土
地
を
占
有
し
て
い
る
者
又
は
当
該
土
地
に

存
す
る
物
件
を
占
有
し
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
ま
で
は
、
土
地
の

明
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
九
十
六
条
第
三
項
中
「
あ
つ
た
土
地
」
の
下
に「（
従
前
指
定
宅
地
で
あ
つ
た
土
地
を
除
く
。）」を
加
え
、「
あ
る
」

を
「
存
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
」
を
「
第
九
十
五
条
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
明
渡
し
の
請
求
が
あ
つ
た
土
地
（
従
前
指
定
宅
地
で
あ
つ
た
土
地
に
限
る
。）又
は
当
該

土
地
に
存
す
る
物
件
を
占
有
し
て
い
る
者
は
、
明
渡
し
の
期
限
ま
で
に
、
施
行
者
に
土
地
を
引
き
渡
し
、
又
は
物

件
を
移
転
し
、
若
し
く
は
除
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
な
い
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
十
九
条
の
二
第
三
項
中
「
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
「
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、」に
、「
及
び

第
百
十
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
十
条
第
三
項
及
び
第
百
十
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
百
条
の
見
出
し
中
「
建
築
工
事
」
を
「
工
事
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て

次
の
一
項
を
加
え
る
。

施
行
者
は
、
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
の
整
備
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
公
共
施
設
の
整
備
に
係
る
工
事
が
完
了
し

た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
、
公
告
す
る
と
と
も
に
、
第
八
十
七
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
当
該
宅
地
又
は
そ
の
使
用
収
益
権
を
取
得
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
条
第
二
項
中
「
第
百
条
の
」
を
「
第
百
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、「
の
各
号
」
を
削
る
。

第
百
三
条
第
一
項
中
「
す
み
や
か
に
」
を
「
速
や
か
に
」
に
、「
、
そ
の
共
有
持
分
若
し
く
は
施
設
建
築
物
の
一
部

等
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
共
有
持
分
、
施
設
建
築
物
の
一
部
等
若
し
く
は
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
若
し
く
は
そ
の
使

用
収
益
権
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
第
一
項
中
「
又
は
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」
を
「
、
施
設
建
築
物
の
一
部
等
又
は
個
別
利
用
区
内
の
宅

地
若
し
く
は
そ
の
使
用
収
益
権
」
に
、「
借
地
権
」
を
「
使
用
収
益
権
」
に
改
め
る
。

第
百
五
条
第
一
項
中
「
借
地
権
」
を
「
使
用
収
益
権
」
に
、「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
第
一
項
中
「
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」
の
下
に
「
又
は
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
」
を
加
え
、
同
条
第
二

項
中
「
又
は
施
設
建
築
物
の
一
部
等
」
を
「
、
施
設
建
築
物
の
一
部
等
又
は
個
別
利
用
区
内
の
宅
地
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
二
節
第
五
款
の
二
の
款
名
中
「
道
路
」
を
「
道
路
等
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
の
二
に
見
出
し
と
し
て「（
施
設
建
築
敷
地
内
の
道
路
に
関
す
る
特
例
）」を
付
す
る
。

第
三
章
第
二
節
第
五
款
の
二
中
第
百
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
施
設
建
築
敷
地
内
の
都
市
高
速
鉄
道
に
関
す
る
特
例
）

第
百
九
条
の
三

都
市
計
画
施
設
の
区
域
を
そ
の
施
行
地
区
に
含
む
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
う
ち
施
設
建
築

敷
地
を
立
体
的
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、事
業
計
画
に
お
い
て
、

施
設
建
築
敷
地
の
上
の
空
間
又
は
地
下
（
い
ず
れ
も
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
に
位
置
す
る
も
の
に
限
る
。）に
都
市

高
速
鉄
道
が
存
す
る
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
に
お
い
て
施
設
建
築
敷
地
の
上
の
空
間
又
は
地
下
に
都
市
高
速
鉄
道
が
存
す
る

よ
う
に
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
権
利
変
換
計
画
は
、
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
個
の

施
設
建
築
物
の
敷
地
の
う
ち
そ
の
上
の
空
間
又
は
地
下
に
都
市
高
速
鉄
道
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
部
分
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
一
個
の
施
設
建
築
物
の
敷
地
の
都
市
高
速
鉄
道
部
分
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
外
の

部
分
と
別
の
筆
の
土
地
と
な
る
も
の
と
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
個
の
施

設
建
築
物
の
敷
地
の
都
市
高
速
鉄
道
部
分
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
一
筆
の
土
地
と
な
る
も
の
と
し
て
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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